
　
本
定
例
会
は
、
本
町
の
新

年
度
予
算
を
審
議
す
る
極
め

て
重
要
な
議
会
。

　
令
和
２
年
度
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
。

　
　
令
和
元
年
度
（
本
年
３

月
時
点
）
に
お
け
る
、
財
政

収
支
の
状
況
と
特
筆
点
。

　
　
【
総
務
部
長
】
令
和
元

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
と
、

今
議
会
に
上
程
し
た
補
正
予

算
を
比
較
す
る
と
、
約
１
千

９
百
万
円
の
増
額
と
な
っ
て

お
り
、
現
時
点
で
当
初
予
算

と
補
正
予
算
に
大
き
な
乖
離

は
な
く
、
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り

執
行
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。

　
　
現
在
の
財
政
調
整
基
金

（
預
金
）と
、
町
債（
借
金
）

の
残
高
、
そ
れ
に
対
す
る
評

価
。
　
　
【
総
務
部
長
】
財
政
調

整
基
金
の
残
額
は
、
13
億
９

千
万
円
で
標
準
財
政
規
模
の

約
24
％
と
な
り
、
現
状
で
は

適
正
な
額
と
考
え
て
い
る
。

　

町
債
の
令
和
元
年
度
末
の

残
高
見
込
み
は
、
約
89
億
６

千
万
円
。
今
後
、
基
金
の
取

崩
し
に
頼
ら
な
い
財
政
運
営

に
努
め
、
町
債
の
発
行
は
慎

重
に
判
断
す
る
。

　
　
新
年
度
予
算
を
組
む
に

あ
た
り
、
経
済
見
通
し
や
歳

入
な
ど
、
本
町
の
状
況
分
析
。

　
　
【
総
務
部
長
】
歳
入
見

通
し
は
、
前
年
度
と
比
較
し
、

町
民
税
の
個
人
は
コ
ン
ビ
ニ

収
納
の
導
入
等
に
よ
り
増
額
、

法
人
税
は
税
制
改
正
等
に
よ

り
減
額
し
「
町
税
全
体
と
し

て
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
」
を
見

込
ん
で
い
る
。
今
後
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
経
済
活
動
の
停
滞
、
税

収
等
の
減
額
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　
予
算
編
成
の
基
本
的
な

考
え
方
と
特
徴
点
。

　
　
【
総
務
部
長
】
厳
し
い

財
政
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

取
組
む
べ
き
行
政
課
題
の
緊

急
性
・
重
要
性
を
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
の
視
点
で
検
証
し
、
事
業

の
取
捨
選
択
を
行
う
事
と
し

た
。
ま
た
、「
教
育
と
子
育

て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

主
眼
を
置
い
て
予
算
を
作
成

し
た
。
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各
部
の
事
業
展
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総
務
部

　
　
阿
久
比
町
の
強
み
と
弱

点
。
　
　
【
総
務
部
長
】
本
町
の

強
み
は
、
名
古
屋
・
西
三
河

等
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ

た
交
通
立
地
、
自
然
に
包
ま

れ
た
住
環
境
、
子
育
て
の
し

や
す
さ
な
ど
「
住
み
や
す
い

ま
ち
」
で
あ
る
事
だ
と
考
え

る
。

　

問
題
点
は
、
店
舗
・
工
場
、

観
光
地
・
特
産
品
等
が
少
な

く
特
色
が
少
な
い
事
だ
と
考

え
る
。

　
民
生
部

　
　
児
童
発
達
支
援
事
業
所

「
て
く
て
く
」
の
運
営
状
況

と
課
題
。

　
　
【
民
生
部
長
】
母
子
通

園
に
８
人
、
単
独
通
園
に
６

人
の
児
童
が
利
用
し
て
い
る
。

　

所
長
は
英
比
保
育
園
長
が

兼
任
し
、
児
童
発
達
支
援
管

理
責
任
者
を
配
置
し
た
。
言

語
聴
覚
士
や
作
業
療
法
士
な

ど
専
門
職
に
よ
る
、
適
正
な

支
援
体
制
を
整
え
て
い
る
。

課
題
と
し
て
、
保
育
園
の
普

通
ク
ラ
ス
へ
の
移
行
が
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
必
要
性
が

あ
り
、
集
団
へ
の
適
応
・
自

立
性
を
養
え
る
療
育
支
援
が

求
め
ら
れ
る
。

　
建
設
経
済
部

　
　
矢
高
横
川
線
の
現
状
と
、

今
後
の
対
応
。

　
　
【
建
設
経
済
部
長
】
多

く
の
報
道
局
か
ら
取
材
を
受

け
、
信
号
機
設
置
の
必
要
条

件
や
町
の
対
応
及
び
住
民
の

声
、
今
後
の
予
定
が
放
送
さ

れ
た
。
今
後
の
対
応
と
し
て
、

年
度
内
は
信
号
機
設
置
の
要

望
活
動
を
継
続
し
、
困
難
な

場
合
は
道
路
管
理
者
と
し
て

安
全
対
策
も
含
め
て
判
断
す

る
。

　
　
平
成
26
年
11
月
「
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
て

以
降
、
相
当
年
月
が
経
過
し

て
い
る
。
本
町
の
対
応
。

　
　
【
建
設
経
済
部
長
】
令

和
元
年
度
中
に
、
空
家
等
対

策
協
議
会
で
空
家
等
対
策
計

画
を
策
定
す
る
。
令
和
２
年

度
は
、
民
間
事
業
者
団
体
と

の
協
定
締
結
、
空
家
バ
ン
ク

の
創
設
又
は
参
加
、
特
定
空

家
等
認
定
基
準
の
作
成
を
進

め
る
。

　
教
育
委
員
会

　
　
学
校
選
択
制
導
入
で
の

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、

そ
の
状
況
と
課
題
。

　
　
【
教
育
部
長
】
学
校
選

択
制
に
よ
り
東
部
小
学
校
の

学
級
数
は
、
当
初
の
予
定
か

ら
新
１
年
生
が
７
ク
ラ
ス
か

ら
５
ク
ラ
ス
に
、
新
２
年
生

が
６
ク
ラ
ス
か
ら
５
ク
ラ
ス

と
な
り
、
学
校
選
択
制
導
入

は
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と

考
え
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
低
学
年

だ
け
で
の
通
学
が
見
込
ま
れ
、

交
通
支
援
員
を
配
置
す
る
。

　
「
い
じ
め
」
に
合
わ
な
い

よ
う
学
用
品
の
補
助
を
お
こ

な
っ
た
と
こ
ろ
、
転
校
す
る

児
童
23
人
中
21
人
の
児
童
が

学
用
品
の
補
助
を
受
け
た
。

　
　
幼
保
小
中
一
貫
教
育
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

実
践
活
動
を
展
開
し
て
15
年

が
経
過
し
た
が
、
評
価
に
つ

い
て
。

　
　
【
教
育
部
長
】
平
成
29

年
度
か
ら
の
「
特
別
支
援
教

育
部
」
の
取
組
み
は
大
き
な

成
果
で
あ
る
。
教
職
員
一
人

一
人
の
幼
保
小
中
一
貫
教
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
と
共
に
、「
大

人
の
連
携
」
を
大
切
に
し
、

義
務
教
育
の
出
口
で
あ
る

「
15
歳
の
あ
る
べ
き
生
徒

像
」
を
目
指
し
て
、
阿
久
比

町
幼
保
小
中
一
貫
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
す
る
。

新年度予算関連
町税全体としては、ほぼ横ばい

渡辺　功  議員
（新政会）
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